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電子図書館 ：背景 と概要

•どこでも誰でも生涯学習ができるまちをつくる。

•パソコンやスマホ等を利用して来館せずにいつでも

図書館を利用できる。

•コロナ禍でもネットを介して安全安心に図書を読む

ことが可能になる。



本市電子図書館の現状について

•７つの市立図書館、まーいまーいNahaで運用中。

• 那覇市内の在住者、在勤者、在学者等が利用可能。

• 令和4年9月現在、色んなジャンルの電子書籍数は

５４２５タイトルあり。

• 一人電子書籍３点までの貸出可。

• 貸出期間１４日間。

• 利用者カードがあれば直ぐに利用可能。



利用者カードとは

＜ウラ＞<オモテ＞

• 図書館窓口で利用者登録を行う

• 有効期限は１年間（要更新）

• 令和３年度の有効登録者数は１４３４１人



◆なはし電子図書館

電子図書館：
◆那覇市立図書館ホームページ

①クリック

②ログイン

サービスの利用方法



※オンライン申請 の方法
HPの左下

※



本人確認証 などの画像添付

または

登録



本市の利用者状況
高校中学 高校

令和3月~ ９月まで
（7か月間）

利用者数： 2664人
月平均 380人

貸出冊数： 14662冊
毎月約 2095冊



電子図書館サービス のメリット

• 図書館に足を運べな

い方にとって便利。

• 書籍は自動返却され

延滞がない。

• 本の紛失、汚れや書

き込みがなくなる。

文字や画像の拡大

読み上げ機能がある書籍

色反転機能

有用な機能※
利点



期待と課題について

• 子どもから高齢者まで、電子図書館を利

用することが期待される。

• 図書館の実利用者数が増える可能性。

• 学生の読書量や問題集や参考書の利用、

読書量の増加で、教育に貢献ができる。

• 市民に電子図書館の周知・広報が必要。

• 電子図書１コンテンツにつき１ライセ

ンスのため、２番目の人は予約待ち。

• 学校図書館と連携をおこない、児童生

徒の利用促進を図る。

今後の課題将来への期待



終わりに
今後も、市民の皆さまのご意見やご要望をお寄せ頂きたいと思います。

教育福祉常任委員会のご報告でした。


